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本研究の目的は，「WEB サイト教材」を応用して，本学本学科で住居・インテリア学を学ぶ学生の学

習環境における課題やニーズを特定することである．「WEB サイト教材」とは，多様な学力やスキルを

もつ学生が ICT を利活用して専門的学問を学べるようになることを願って開発したツールであり，筆

者は関連研究（1）～（8）を継続している．本ポスターセッションでは，対象科目を「情報処理入門」とし，

「WEBサイト教材」を紹介する． 

 
１．はじめに 
２０１５年９月国連サミットで２０３０年まで

の目標として採択されたＳＤＧｓの４番目は「質

の高い教育をみんなに」である．「すべての人に包

摂的かつ公平で質の高い教育を提供し，生涯学習

の機会を促進する」ことを目指す取組である． 

質の高い教育の提供を促進できる場として，大

学がある． 

一方で，ＩＣＴ利活用が新産業創出のツールと

して注目されている．本学本学科には，入学時点

で既にＩＣＴやＣＡＤシステム（設計支援ツール）

を使いこなせる学生がいるものの，できればコン

ピュータを使いたくないという学生もいる． 

学力のばらつきが大きい学生のニーズに応じた

授業展開は難しい．また果たして本学住居・イン

テリア学科の学生がそもそもなぜ学ぶ必要がある

のか，授業で修得した知識や技術で如何なる課題

解決を実現できるのか，自ら学び，考え，判断し，

行動できるようになっているのかは調査しなけれ

ば不明であり，学修環境の改善が必要であるとし

ても改善方針を定めるための資料や研究は少ない． 

本研究は，「ＷＥＢサイト教材」を用いて，本学

本学科で住居・インテリア学を学ぶ学生の学習環

境における課題やニーズを特定することを目的と

しており，成果をもとに学生に提供する教育改善

の指針を提案していく．本ポスターセッションで

は科目「情報処理入門」を対象として，「ＷＥＢサ

イト教材」を紹介する． 

２．本教材の特徴 
開発教材はパソコン，スマートフォンに限らず

多様なモバイル端末での e-Learning が利用可能

である．教員は，ユーザ管理やアンケート機能を

利用でき，配布資料，学生の提出資料，アンケー

ト調査などＷＥＢサイト教材にアップデートされ

るすべての電子データを授業中に集積できる． 
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